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本資料は、令和 3 年度における四国地域貨物流動の状況を四国外・四国内流動別及び鉄道・

自動車・内航海運の各輸送機関別に明らかにし、今後の四国地域における総合的物流対策の

推進のための基礎資料とすることを目的としたものです。 

１．本資料は「令和 3年度貨物地域流動調査」（国土交通省総合政策局）から四国関連部分を

抽出し、編集したものです。 

２．「貨物地域流動調査」の調査方法は次のとおりです。 

（１）鉄   道 

日本貨物鉄道の令和 3 年度地域流動データ（車扱及びコンテナ）により集計したもので

す。 

（２）海   運 

「令和 3 年港湾統計（年報）」（国土交通省総合政策局）の「移入貨物品種別仕出港別

表」を基準としていますが、これは甲種港着貨物のみであるので、次の方法により求めた

もので補完しています。 

（仕出港が海上となっている貨物、フェリーボートにより輸送された自動車及びその積荷

を含みません。） 

ａ 甲種港発甲種港以外の港着貨物 

同年報の「移出貨物品種別仕向港別表」（甲種港発の表）のうち、甲種港着貨物を除

いたものとしています。 

ｂ 甲種港以外の港発乙種港着貨物 

同年報の「乙種港品種別都道府県別表」の移入貨物から「移出貨物品種別仕向港別

表」（甲種港発の表）の乙種港着貨物を除いたものとし、これらは全て当該府県内で発

着したものとみなして処理しています。 

なお、以上の結果により、港湾調査対象港（甲種及び乙種港）以外の港湾着の貨物に

ついては、甲種港発貨物以外は含んでいません。 

（３）自 動 車 

「自動車輸送統計月報（国土交通省総合政策局）」（令和 3年 4 月～令和 4 年 3 月）の

品目別輸送トン数を各月の品目別府県相互間輸送トン数の流動パターンで配分して求め

ています。（フェリーボートで輸送された自動車の積荷を含みます。） 

 

（注）１．自動車輸送統計においては、東日本大震災の影響により、北海道運輸局、東北

運輸局及び茨城県の調査が一部不能となったため、平成 23年 4月分の北海道運

輸局及び東北運輸局の数値を含んでいません。茨城県の数値については、関東

運輸局内の他県の調査結果により補填しています。さらに、平成 23 年 5 月及び 6

月の数値は青森県、岩手県、宮城県、福島県及び茨城県の調査が一部不能とな

ったため、青森県、岩手県、宮城県及び福島県の数値については、東北運輸局

内、茨城県の数値については、関東運輸局内の他県の調査結果により補填してい

ます。 

ま え が き 



 

 

 

 

２．自動車輸送統計はサンプル調査によっており、これは全国における総輸送量を

把握するための精度は確保していますが、地域あるいは品目を細分化して求めた

各発着輸送量の精度は低くなっていますので、利用にあたっては十分注意する必

要があります。 

３．四国内流動量とは、四国四県内での流動量をいい、四国外流動量とは、四国と

他地域間の流動量をいいます。 

４．数値は単位未満で四捨五入してあるため、総数と内数は必ずしも一致していま

せん。 

５．表中の「０」は四捨五入による単位未満、「－」はデータなしを示します。 
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［１］ 全国地域貨物流動の推移 

 

１．概  要 

令和3年度の我が国経済をみると、長引く新型コロナウイルス感染症の影響の下にあるが、 令和３

年９月末をもって、全国の緊急事態宣言及びまん延防止等重点措置 は全て解除され、行動制限も段

階的に緩和されてきたこと等から、厳しい 状況は徐々に緩和されており、このところ持ち直しの動き

がみられ、同年度の実質経済成長率は前年度比2.6％増と令和３年度中に感染拡大前の水準に回復

した。 

このような状況の中、令和 3 年度の国内貨物流動量は、前年度より 1 億 2,213 万トン増の 43 億

8,767万トンで 4年ぶりの増加となった。しかし、ピークである平成 3年度の 69億 5,918万トンからは

37％の減少となっている。 

輸送機関別流動量で見ると、鉄道 2,644万トン、自動車 38億 8,840万トン、海運 4億 7,284万トンと

なり、鉄道は前年度比 1.3％減、自動車は同 2.7％増、海運は同 4.7％増となった。また、輸送機関のシ

ェアは、鉄道は前年度と同率で 0.6％、自動車は 0.2 ポイント減の 88.6％、海運は 0.2 ポイント増の

10.8％となった。 

品目別流動量で見ると、第 1位の「特種品」が前年度比 5.4％増の 10億 3,569万トン、第 2位の「化

学工業品」が同 0.1％減の 8億 2,349万トン、第 3位の「鉱産品」が同 1.8％増の 7億 8,117万トンとな

っている。 
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輸送機関別シェアの推移（全国） 

 

品目別流動の推移（全国） 

金属・機械工業品 728.4 

特種品 1,035.6 

鉱産品 781.1 

化学工業品 823.4 

軽工業品 450 

 
雑工業品 202.5 

農水産品 211.9 
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その他 19.2 
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２．輸送機関別流動の推移（全国） 

（単位：千トン） 
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３．品目別、輸送機関別流動の推移（全国） 

（単位：千トン） 
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［２］ 四国地域貨物流動の推移 

 

１．概  要 

令和3年の四国経済は新型コロナウイルス感染症による下押しの影響がみられるものの、緩やかに

持ち直しており、設備投資は堅調に推移している。このような状況の中、令和3年度の四国地域におけ

る貨物流動量は、前年度比24.1％増の2億1,639万トンとなっている。 

輸送機関別流動量で見ると、鉄道 71万トン、自動車 1億 5,976万トン、海運 5,592万トンとなり、鉄

道、自動車、海運はそれぞれ前年度比 0.7％減、30.4％増、9.4％増と鉄道を除き前年度を上回った。ま

た、輸送機関別シェアは、鉄道は 0.1 ポイント減の 0.3％、自動車は 3.5 ポイント増の 73.8％、海運は

3.5 ポイント減の 25.8％となっており、全国値（鉄道 0.6％、自動車 88.6％、海運 10.8％）と比べ海運が

高く、鉄道、自動車が低い結果となっている。 

品目別流動量で見ると、第１位の「鉱産品」は、前年度比 17.3％増の 5,143万トン、第２位の「化学工

業品」は、同 16.8％増の 4,561万トン、第３位の「特種品」は、同 31.2％増の 4,786万トンとなっている。 
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品目別流動の推移（四国） 
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（単位：千トン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．輸送機関別流動の推移（四国）                 （単位：千トン） 
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地域別貨物流動状況（四国） 

（注）○内数字は県内流動量 

1,504 

香 川 

33,090 

徳 島 

24,920 

愛 媛 

42,724 

高 知 

30,347 
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３．品目別、輸送機関別流動の推移（四国） 

（単位：千トン） 
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［３］ 四国外貨物流動の推移 

 

１．概  要 

令和 3年度の四国外貨物流動量は、前年度比 40.3％減の 6,277万トンとなった。 

輸送機関別流動量で見ると、鉄道 72 万トン、自動車 1,552 万トン、海運 4,654 万トンとなり、それぞ

れ前年度比 9.3％減、70.5％減、10.0％減とすべて前年度を下回った。また、輸送機関のシェアは、鉄

道は 0.4ポイント増の 1.1％、自動車は 25.4ポイント減の 24.7％、海運は 24.9ポイント増の 74.1％とな

った。 

品目別流動量で見ると、第 1位の「鉱産品」が前年度比 6.3％減の 1,755万トン、第 2位の「化学工

業品」が同 26.8％減の 1,659万トン、第 3位の「金属・機械工業品」が同 35.0％減の 1,002万トンとなっ

ている。その他では、「軽工業品」が同 68.9％減の 546万トン、「雑工業品」が同 71.1％減の 169万トン

となっている点が特徴のある動きと言える。 

全国地域別に見ると、第 1位の「近畿地方」が 2,001万トンと全体の 31.9％を占めており、第 2位の

「中国地方」が 1,505万トン（同 24.0％）、第 3位の「関東地方」が 1,116万トン（同 17.8％）、第 4位の「九

州地方」が 934万トン（同 14.9％）の順になっている。 
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四国外貨物流動の推移 
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輸送機関別シェアの推移（四国外貨物流動） 
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          2   2   22 2 2

（ 万トン）

年度

農水産品
林産品
鉱産品
金属・機械工業品
化学工業品
軽工業品

3

 

 

 

 

 

 

  

品目別流動の推移（四国外貨物流動） 

化学工業品 19.3 

鉱産品 19.1 

金属・機械工業品 

12.3 

雑工業品 2.3 

特種品 8.6 

軽工業品 7.0 

農水産品 2.8 

林産品 1.5 

その他 0.7 

流 

動 

量 
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化学工業
品

2  2 

鉱産品
2    

金属・機
械工業品

     

特種品
     

軽工業品
9   

農水産品

3   

雑工業品
3 2 

林産品
2   

その他
    

近畿
33   

中国
23 9 

関東
   3 

九州
 3   

中部
9   

東北
  2 

北陸
    北海道

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．輸送機関別流動の推移（四国外貨物流動） 

（単位：千トン） 

  

品目別流動割合（四国外貨物流動） 関連地域別流動割合（四国外貨物流動） 

四国外流動量 

73,442千トン 

四国外流動量 

73,442千トン 
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３．品目別、輸送機関別流動の推移（四国外貨物流動） 

（単位：千トン） 
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 9
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32

3 
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          2   2   22 2 2

（ 万トン）

年度

  

3

４．四国発貨物流動の推移 

（１）概  要 
  
令和 3年度の四国発貨物流動量は、前年度比 13.7％増の 3,593万トンとなった。 

輸送機関別流動量で見ると、鉄道 41万トン、自動車 969万トン、海運 2,583万トンとなり、それぞれ

前年度比 0.2％増、34.2％増、7.8％増とすべて前年度を上回った。また、輸送機関のシェアは、鉄道は

0.2ポイント減の 1.1％、自動車は 4.2ポイント増の 27％、海運は 4ポイント減の 71.9％となった。 

品目別流動量で見ると、第 1位の「鉱産品」が前年度比 9.4％増の 1,207万トン、第 2位の「化学工

業品」が同 10.6％増の 993万トン、第 3位の「軽工業品」が同 20.8％増の 393万トンとなっている。そ

の他では、「林産品」が同 102％増の 5.4 万トン、「雑工業品」が同 30.4％増の 102 万トンとなっている

点が特徴のある動きと言える。 

全国地域別に見ると、第 1位の「近畿地方」が 1082万トンと全体の 30.1％を占めており、第 2位の

「関東地方」が 981万トン（同 27.3％）、第 3位の「中国地方」が 602万トン（同 16.8％）、第 4位の「九州

地方」が 479万トン（同 13.3％）の順になっている。 

四国発貨物の県別シェアを見ると、高知県、香川県及び愛媛県で前年度よりシェアが上昇し（高知

県 1072万トン（33.9％）→1200万トン（38％）、香川県 551万トン（17.4％）→663万トン（21％）、愛媛県

1,179 万トン（37.3％）→1,380 万トン（43.7％））、徳島県は低下であった（358 万トン（11.3%）→350 万トン

（11.1%））。 

各県の輸送機関別シェアを見ると、鉄道は徳島県、高知県で同率（徳島県 1.7％→1.7％、高知県

0.3%→0.3%）、自動車は 3 県で上昇した（香川県 41％→49.2％、愛媛県 21.1%→25.6%、高知県 4.7%→

8%）。 

各県の品目別シェアを見ると、徳島県では「軽工業品」17.5％、高知県では「鉱産品」78.4%、香川県と

愛媛県では「化学工業品」（香川県 34.4％、愛媛県 41.2％）が、第 1位となった。 
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          2   2   22 2 2

（ 万トン）

年度

農水産品

林産品

金属・機械工業品

軽工業品

雑工業品

特種品

その他

鉱産品

化学工業品

3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

品目別流動の推移（四国発貨物） 

化学工業品 9.9 

鉱産品 12.1 

金属・機械工業品 
3.5 

雑工業品 1.0 

特種品 3.4 

軽工業品 3.9 

農水産品 1.1 

林産品 0.5 

流 

動 

量 

その他 0.4 
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鉱産品

33   

化学工業品

2    

軽工業品

   9 

金属・機械

工業品

9   

特種品

9   

農水産品

3   

雑工業品

2   

林産品

    その他

    

四国発流動量
3  933千トン

近畿
3    

関東
2  3 

中国
     

九州
 3 3 

中部
9 2 

東北
    

北陸
    
北海道
    

四国発流動量
3  933千トン

徳島県

3    千トン

9   

香川県

   2 千トン

     

愛媛県

 3    千トン

3    

高知県

 2    千トン

33   

鉄道

    

自動車

     

海運

 2   鉄道

    

自動車

 9 2 

海運

 9   

鉄道

    自動車

2    

海運

 3   

鉄道

  3 自動車

    

海運

9    

特種品

     軽工業品

   9 

鉱産品

23   

化学工業品

3    

軽工業品

 3   

金属・

機械工業品

     

軽工業品

     

金属・

機械工業品

 3   

化学工業品

   2 

鉱産品

     

化学工業品

 3   

農水産品

2   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

品目別流動割合（四国発貨物） 関連地域別流動割合（四国発貨物） 

県別、輸送機関別、品目別割合（四国発貨物） 

鉄道 

自動車 

海運 

※ 品目の空白部分は残り品目を示す。 
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（２）輸送機関別流動の推移（四国発貨物） 

（単位：千トン） 
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（３）品目別、輸送機関別流動の推移（四国発貨物流動） 

（単位：千トン） 
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５．四国着貨物流動の推移 

（１）概  要 
  
令和 3年度の四国着貨物流動量は、前年度比 20.3％増の 3,751万トンとなった。 

輸送機関別流動量で見ると、鉄道 30万トン、自動車 1,303万トン、海運 2,418万トンとなり、鉄道、自

動車、海運はそれぞれ前年度比 2.0％減、57％増、7.1％増となった。また、輸送機関のシェアは、鉄道

は前年度より 0.2ポイント減の 0.8％、自動車は同 8.1ポイント減の 34.7％、海運は同 7.9ポイント増の

64.5％となった。 

品目別流動量で見ると、第 1位の「特種品」が前年度比 6.7％増の 519万トン、第 2位の「化学工業

品」が同 22.7％増の 935万トン、第 3位の「金属・機械工業品」が同 24.1％増の 875万トンとなってい

る。その他では、「雑工業品」が同 44.3％増の 131万トン、「農水産品」が同 82％増の 166万トンとなっ

ている点が特徴のある動きと言える。 

全国地域別に見ると、第 1位の「近畿地方」が 1,376万トンと全体の 36.7％を占めており、第 2位の

「中国地方」が 1151万トン（同 30.7％）、第 3位の「九州地方」が 503万トン（同 13.4％）、第 4位の「中

部地方」が 342 万トン（同 9.1％）の順になっており、四国発値に比べ、中国地方の割合が高く、関東地

方の割合が低くなっている。 

四国着貨物の県別シェアを見ると、徳島県、高知県で前年度よりシェアが上昇し（徳島県 305 万トン

（9.8％）→444万トン（11.8％）、高知県 385万トン（12.3%）→474万トン（12.6%））、香川県、愛媛県で低下

した（香川県 1,122万トン（36.0％）→1,264万トン（33.7％）、愛媛県 1,306万トン（41.9％）→1,569万トン

（41.8％））。 

各県の輸送機関別シェアを見ると、鉄道は 4県で減少（徳島県 1.3％→0.9％、香川県 1.2％→1.0％、

愛媛県 0.8％→0.7％、高知県 0.7％→0.6％）、海運は 4県で減少した（徳島県 55.2％→41.6％、香川県

66.2％→60.2％、愛媛県 77.4％→71.9％、高知県 87.2％→72.8％）。 

各県の品目別シェアを見ると、徳島県では「化学工業品」（35.9％）が、香川県では「金属・機械工業

品」（30.0％）、愛媛県では「金属・機械工業品」（25.7％）、高知県では「鉱産品」（41.6％）が第 1位となっ

た。 
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量 

輸送機関別シェアの推移（四国着貨物） 
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品目別流動の推移（四国着貨物） 

鉱産品 7.0 

金属・機械工業品 
8.7 

雑工業品 1.3 

特種品 5.2 

その他 0.3 
林産品 0.9 

農水産品 1.7 

軽工業品 3.0 

流 

動 

量 化学工業品 9.3 

 

 

  

  

2 

          2   2   22 2 2
年度

（ 万トン）

3



24 

 

化学工業
品

2  9 

金属・機械
工業品

23 3 
鉱産品
     

特種品
 3   

軽工業品

    

農水産品
    

雑工業品
3   

林産品
2   その他

    

四国着流動量
3     千トン

近畿
3    

中国
3    

九州
 3   

中部
9   

関東
    

東北
    

北陸
  9 北海道

    

四国着流動量
3     千トン

徳島県

    2千トン
     

香川県

 2  3 千トン

33   

愛媛県

    92千トン

     

高知県
   3 千トン

 2   

鉄道

  9 

自動車

     

海運

     

鉄道
    

自動車
3    

海運
   2 

鉄道

    
自動車

2     

海運
   9 

鉄道
    

自動車

2    

海運

 2   

金属・機械

工業品

 2 2 

化学工業品

3  9 
特種品

     

金属・機械

工業品

3    

化学工業品

2    

特種品

     

鉱産品
2  2 

金属・機械

工業品

2    

化学工業

品

22 9 

鉱産品

     

特種品

   2 化学工業品

2    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
関連地域別流動割合（四国着貨物） 品目別流動割合（四国着貨物） 

県別、輸送機関別、品目別割合（四国着貨物） 

鉄道 

自動車 

海運 

※ 品目の空白部分は残り品目を示す。 
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（２）輸送機関別流動の推移（四国着貨物） 

（単位：千トン） 
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（３）品目別、輸送機関別流動の推移（四国着貨物流動） 

（単位：千トン） 
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［４］ 四国内貨物流動の推移 

 

１．概  要 

令和 3年度の四国内貨物流動量は、前年度比 28.1％増の 1億 4,294万トンとなった。 

輸送機関別流動量で見ると、鉄道 0.2万トン、自動車 1億 3704万トン、海運 591万トンとなり、鉄道

は前年度比増減なし、自動車、鉄道はそれぞれ、28.1％増、28.7％増となった。また、輸送機関のシェ

アは、鉄道は前年度 0.001ポイント減の 0.001%、自動車、海運は前年度と同一でそれぞれ、95.9%、4.1%

となった。 

品目別流動量で見ると、第1位の「特種品」が前年度比 35.8％増の 3,928万トン、第 2位の「鉱産品」

が同 23.1％増の 3,236万トン、第 3位の「化学工業品」が同 17.3％増の 2,634万トンとなった。その他

では、「林産品」が同 59.6％増の 734万トンとなっている点が特徴のある動きと言える。 

四国 4県の同一県内における流動量は、前年度比 28.3％増の 1億 311 万トンとなり、四国内貨物

流動量全体の 91.7％（令和 2年度 91.5％）を占めている。四国 4県全てで、前年度を上回った。 
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3

輸送機関別シェアの推移（四国内貨物流動） 

貨物流動の推移（四国内貨物流動） 

（海運、鉄道は右軸） 

流 

動 

量 

  3

2 
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2  

2  

3  

          2   2   22 2 2

（ 万トン）

年度

四国内流動量

徳島県（県内及び県発）

香川県（  ）

愛媛県（  ）

高知県（  ）

3
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 2 
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（ 万トン）

年度

農水産品

林産品

鉱産品

金属・機械工業品

化学工業品

軽工業品

雑工業品

特種品

その他

3

 

 

 

 

  

品目別流動の推移（四国内貨物流動） 

流 

動 

量 
化学工業品 26.3 

鉱産品 32.4 

雑工業品 4.0 

特種品 39.3 

軽工業品 15.4 

農水産品 5.7 

林産品 7.3 

その他 0.0 

金属・機械工業品 12.5 
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特種品
2    

鉱産品
22   

化学工業
品

     

軽工業品
     

金属・機
械工業品

    

林産品
    

農水産品
    

雑工業品
2   

その
他 

四国内流動量
       千トン

特種品

      

32   

鉱産品

     

2    

化学工業品

     

     

鉱産品

     

3    

特種品

    9

22   

化学工業品

     

     特種品

  3  

2    

化学工業品

   2 

22   

鉱産品

    3

22   

特種品

      
2    

鉱産品

    93

23   

化学工業品

    2

 9   

 

            

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

品目別流動割合（四国内貨物流動） 

四国内貨物流動状況 

高知県 

30,347 

千トン 

香川県 

33,090 

千トン 

徳島県 

24,920 

千トン 

愛媛県 

42,724 

千トン 

1,944 

2,357 

1,745 

906 

387 

617 
1,152 

757 

 916 

588 298 

195 

同一県内 

流動量 

品目別県内流動割合 

※空白部分は残り品目を示す 

対他県流動量 
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２．輸送機関別流動の推移（四国内貨物流動） 

（単位：千トン） 

 

 

  



32 

 

３．品目別、輸送機関別流動の推移（四国内貨物流動） 

（単位：千トン） 
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４．県別、輸送機関別流動の推移（四国内貨物流動） 

（単位：千トン） 

 
 

 



  

 

 

 

令和 3年度 

 

輸送機関別品目別 地域間貨物流動量 

 

（四国発） 

（四国着） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 表中の符号は次のとおりである。 

「０」・・・・・単位未満（四捨五入による） 

「－」・・・・・データなし 

 

 

 



 

 

 

 

  

総 貨 物 （四国発） 

総 貨 物 （四国着） 

（単位：千トン） 

（単位：千トン） 
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農 水 産 品 （四国発） 

農 水 産 品 （四国着） 

（単位：千トン） 

（単位：千トン） 
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林 産 品 （四国発） 

林 産 品 （四国着） 

（単位：千トン） 

（単位：千トン） 
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鉱 産 品 （四国発） 

鉱 産 品 （四国着） （単位：千トン） 

（単位：千トン） 
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金属・機械工業品 （四国発） 

金属・機械工業品 （四国着） 

（単位：千トン） 

（単位：千トン） 
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化 学 工 業 品 （四国発） 

化 学 工 業 品 （四国着） （単位：千トン） 

（単位：千トン）  
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軽 工 業 品 （四国発）  

軽 工 業 品 （四国着）  （単位：千トン） 

（単位：千トン） 
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雑 工 業 品 （四国発）  

雑 工 業 品 （四国着）  （単位：千トン） 

（単位：千トン） 
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特 種 品 （四国発）  

特 種 品 （四国着）  （単位：千トン） 

（単位：千トン） 
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そ の 他 （四国発）  

そ の 他 （四国着）  （単位：千トン） 

（単位：千トン） 

43 



  

 

 

 

令和 3年度 

 

輸送機関別品目別 四国地域内貨物流動量 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 表中の符号は次のとおりである。 

「０」・・・・・単位未満（四捨五入による） 

「－」・・・・・データなし 

 

 

 

 



 

                                                                           
 

 
 

 
 

  

（単位：千トン） 総 貨 物  

農 水 産 品  （単位：千トン） 

林 産 品  （単位：千トン） 

鉱 産 品  （単位：千トン） 
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金属・機械工業品 （単位：千トン） 

化 学 工 業 品 （単位：千トン） 

（単位：千トン） 

雑 工 業 品 

軽 工 業 品 
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（単位：千トン） 



 

 
 

 

特 種 品 （単位：千トン） 

そ の 他 （単位：千トン） 
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